
平成31年度予算　骨格予算でスタート

◆平成31年度各会計予算統括表
会　　　計　　　別 平成30年度（当初） 平成31年度 比較増減額 比較増減率

一 般 会 計 37億8,554万円 37億8,007万２千円 △ 546万8千円 △ 0.1

特
　
別
　
会
　
計

国民健康保険特別会計 2億3,444万4千円 1億9,871万1千円 △ 3,573万3千円 △ 15.2

後期高齢者医療特別会計 3,373万8千円 3,146万5千円 △ 227万3千円 △ 6.7

介 護 保 険 特 別 会 計 1億8,957万1千円 1億8,462万6千円 △ 494万5千円 △ 2.6

簡 易 水道事業特別会計 7,861万5千円 8,330万7千円 469万2千円 6.0

下 水 道 事 業 特 別 会 計 7,738万7千円 7,580万円 △ 158万7千円 △ 2.1

奨 学 資 金 特 別 会 計 565万3千円 439万3千円 △ 126万円 △ 22.3

合　　　　　　　　計 44億494万8千円 43億5837万4千円 △ 4,657万4千円 △ 1.1

◇◆◇ 予算総額43億5837万4千円 ◇◆◇

　平成 31年度の予算は、4月に統一地方選挙による町長・町議選挙が予定されていることから、当初予算は
骨格予算となり、総額 43億 5837万 4千円でスタートしました。
　骨格予算のため、継続している事業や通常かかる経費などの計上が基本となっていますが、町民生活に直結
し、なおかつ対応を急がなければならない政策の経費に関しては予算が計上されています。
　具体的な政策予算に関しては、今後編成される予定となっています。

一般会計とは
　産業・福祉・教育・道路サービスなどをすすめる基本的な行政サービスを行うための会計です。
特別会計とは
　特定の事業やサービスを提供するために、国民健康保険税など特定の収入があり、一般会計とは区分し、収入・
支出する会計で、本町では国民健康保険や介護保険など６つの会計があります。

◆一般会計予算の概要　一般会計総額　37億8,007万2千円
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